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１． はじめに 

人口減少時代の「地域づくり」では，「多様な主体」が，社会的

課題を共有し，新たな雇用創出や地域経済の活性化を伴いつつ，

社会的サービスの拡充・多様化を生み出す「新たな公」の概念が

誕生した 1)。「新たな公」形成に向けては，「行政」，「従来型の地

縁型コミュニティ（：自治会，PTA，商店会等）」に加え，「NPO，

大学等の教育機関，地域内外の個人，及び企業」等の「多様な主

体」が，社会的課題解決について「自ら考え主体的に活動する」

地域づくりが期待されている。例えば，「ボランティア活動」等の

社会的課題解決に向けた活動への「参加」を通じた「やりがい・

つながり」といった「意識変化（例えば，満足度向上）」により，

社会的課題解決への「意識向上」や，課題解決に向けた「より積

極的な活動の展開」等が生じることが想定される。つまり，この

ようなボランティア活動等を通じた「意識変化」は，「自ら考え主

体的に活動する」地域づくりの担い手の育成につながる「新たな

公」形成の原動力としての可能性を有していると考えられる。 
造園分野に関わる「自然体験施設」や「公園緑地」においては，

指定管理者制度の導入等を背景に，施設の管理・運営・経営（：

マネジメント）に関する様々な議論が進められている。例えば，

近年，施設に期待される役割が多様化，複雑化する中での「地域

づくりへの関与」の可能性 2)や，施設運営に「多様な主体の参画

や協働」を推進するという「地域社会論の展開」，従来の「モノ」

の施設管理から，「システム」や「コミュニティ形成」に資する施

設経営，さらには「都市経営への進化」の可能性 3)等が指摘され

ている。また，「新しい公園像・施設像」を創出するような創造的

な施設管理運営目標を設定する「公園の本質論の展開」の可能性
3)等も指摘されている。さらに「新たな公」形成の原動力の観点

を踏まえ，多様な主体が参画する自然体験施設等の施設マネジメ

ントを整理すると，施設運営において地域と実質的な連携を深め，

住民の生活に深く関与するような機能を具備することで施設運営

が地域づくりにつながること 4)，住民参加型の施設運営は，施設

運営の担い手づくりともに，新たな地域づくりの担い手の育成に

つながること 5)，ボランティア等で施設運営に携わることは「信

頼，ネットワーク，社会規範」の向上や形成に寄与し，いわゆる，

「新たな公」形成の基盤となるソーシャルキャピタル（：社会関

係資本）の蓄積に寄与すること 6) 7)等が明らかになってきた。 
このように造園分野に関わる自然体験施設等のマネジメントに

おいても，従来の施設管理から，「多様な主体の参加や協働」「コ

ミュニティ形成」等の「新たな公」形成にも資する目標設定が期

待される中，住民等がボランティア等として参加する地域の多様

な主体参加型の施設運営は，参加者の「意識変化」をもたらし，

これら施設が「自ら考え主体的に活動する」地域づくりの担い手

の育成等の役割を担い得る可能性が示唆されてきた。 
他方で，自然体験施設等では，これまで利用者の満足度調査に

もとづき意識変化や評価構造を活用した施設マネジメントに関わ

る検討が行われてきた 8) 9)などが，今後，新たな目標に対応すべく，

利用者のみならず，ボランティアも含めた施設に関わる様々な主

体の意識変化に着目した施設マネジメントの検討も必要になる。 
そこで，本研究では，自然体験施設等における地域の多様な主

体参加型の施設運営において「新たな公」形成等を目標としなが

ら，その目標に対応した「意識変化」を活用した施設マネジメン

トが可能であるか等を検証するため，地域づくりの担い手の1つ

であるNPO 法人が指定管理者となっている自然体験施設を対象

に，満足度調査にもとづき，ボランティア活動による「意識変化」

が社会的課題解決の活動意欲（関心・活動意向）にどのような影

響を及ぼすか等について明らかにすることを目的とする。 

 

２．調査研究の方法 

本研究では，北海道登別市ネイチャーセンター「ふぉれすと鉱

山」を調査対象施設として選定した。 
調査時点（2012年12月現在）の調査対象施設では，常勤スタ

ッフ 7 名，ボランティアスタッフ約 80 名が活動を行っており，
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調査対象施設の指定管理者である「NPO 法人登別自然活動支援

組織モモンガくらぶ」は，調査対象施設において，施設及びその

周辺の自然を活用した自然体験事業のみならず，環境保全に向け

た事業（里山づくり等）や，地域づくりに関わる事業（子育て支

援活動等）等の社会的課題解決に資する活動を展開し，コミュニ

ティを基盤にした様々な主体が集う拠点となるような場所を目指

している。また，ボランティアリーダーとしてプログラムや活動

の中核を担う人材育成プログラムも実施されており，育成された

ボランティアは，当該 NPO 法人が新たに展開する登別市内の都

市公園における子育て支援事業等の調査対象施設以外での活動も

行うようになっている。このように，調査対象施設は，ボランテ

ィア活動を通じた「意識変化」が社会的課題解決のための「活動

意欲」に影響を与えていることが推察できる施設である。 
次に，調査対象施設におけるボランティアスタッフの活動に対

する評価，及び社会的課題解決に対する意識等を把握するため，

ボランティアスタッフに対してアンケート調査を実施した。調査

内容は，「属性（性別，年齢，居住地，職業）」，「現在のボランテ

ィア活動に関して（興味を持った理由，当初の目的，参加のきっ

かけ，現在までの活動内容，活動時の役割）」，ボランティア活動

に関する「各要因の満足度（以下，要因別満足度）」と「総合満足

度」，「興味のある社会的課題のための活動」，「ボランティア活動

を通じた社会的課題解決への意識の変化」，及び「今後の社会的課

題解決に向けた活動意向」等である。実際の調査は，2012 年 12
月～2013 年 1 月に実施し，調査対象施設における直接配布・回

収と，郵送配布・回収とを併用し，配布数は 82 票，有効回答数

は60票（有効回収率73％）となった。これらの調査データに対

して統計的な分析を行い，その結果をもとに地域の社会的課題の

解決に資する人材育成のあり方を検討した 10)。 
 

３．結果および考察 

（１）調査対象施設におけるボランティアスタッフの概要 

調査対象施設におけるボランティアスタッフの概要について整

理すると，性別は，男性と女性がほぼ同数（各：50%，47%（n=60，
以下，同様））であること，年齢は，40 代（31%）が最も多く，

次いで，30代（25%），60 代（20%）が多いこと，居住地は登別

市（73％）が多く，室蘭市（17%）を合わせると9割に達し，施

設の周辺地域との連携を深めている施設であること等が把握され

た。また，興味のある社会的課題解決への活動を尋ねた結果，自

然体験活動支援（75%）が最も多く，次いで環境保全活動（55%），

アウトドア技術支援（52%），環境教育活動（48%）等の自然・環

境に関わる活動が多いが，子育て支援（42%），地域内での交流支

援（35%）等の活動への興味も認められた（図－1）。 
 

（２）ボランティア活動に関する評価（満足度）が社会的課題解

決への意識及び今後の活動意向に及ぼす影響 

１）総合満足度と要因別満足度との関連性 
ボランティア活動に関する総合満足度について尋ねた結果，総

合満足度は，「満足（27%）」，「やや満足（62%）」であり，9割弱

が満足度側の評価であること，総合満足度の満足度得点11)は，4.15
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図－３ ボランティア活動に関する要因別満足度 

表－１ 要因別満足度に対する因子分析 

要因別満足度 因子1 因子2 因子3 因子4

活動のための施設の充実度 0.857 0.161 0.101 0.122

活動のための必要な設備・備品の充実度 0.770 0.173 0.113 0.154

活動のための周辺の自然環境の充実度 0.708 0.066 0.203 0.185

活動のための職員スタッフとの連携・連絡体制 0.698 0.156 0.258 0.091

職員スタッフの充実度（知識等） 0.616 0.079 0.053 0.220

野外（山や川等）で活動する際の技術・知識の向上 0.123 0.878 0.039 0.166

草，木，動物等に関する知識（生態や種類等）の向上 0.229 0.870 0.042 0.076

自然を積極的に利用する知識・技術の向上 0.144 0.849 0.174 0.174

ボランティアスタッフの一体感 0.268 0.024 0.830 0.118

企画運営の自由度 0.052 0.150 0.717 0.197

ボランティア活動を通した社会的に同じ世代・立場の人との交流 0.206 0.208 0.655 0.201

プログラム等の活動中における宿泊場所や食事等の提供（サポート） 0.085 -0.074 0.460 0.252

活動（プログラム）を進行する能力の向上 0.224 0.211 0.313 0.826

活動（プログラム）を企画立案する能力の向上 0.291 0.194 0.258 0.820

コミュニケーション能力の向上 0.274 0.162 0.339 0.744

固有値 3.119 2.519 2.290 2.257

寄与率 20.8% 16.8% 15.3% 15.0%

累積寄与率 20.8% 37.6% 52.9% 67.9%

因子1
活動基盤・体制

因子3
ボランティア
スタッフ等の
連携・交流

因子2
自然に関する

知識・技術の向上

因子4
活動の企画・

運営能力の向上

660 LRJ 77 (5)，2014



 

 

点であること等が把握された（図－2）。 
ボランティア活動に関わる要因別満足度について尋ねた結果，

各要因別満足度の満足度得点 11)は，「ボランティア活動を通じた

社会的に異なる世代・立場の人との交流（4.30 点）」，「活動を円

滑に進めるための周辺の自然環境の充実度（4.22 点）」，「プログ

ラム等の活動中における宿泊場所や食事等の提供（サポート）

（4.17 点）」，「活動を行うボランティアスタッフの一体感（4.17
点）」等の項目が高いことが把握された（図－3）。 
次に，ボランティアスタッフが現状の活動を潜在的にどのよう

な観点で評価しているかを探るため，要因別満足度の満足度得点

に対して因子分析 12)を行った結果，4つの因子が抽出され，各因

子は，因子1「活動基盤・体制」，因子2「自然に関する知識・技

術の向上」，因子 3「ボランティアスタッフ等の連携・交流」，因

子4「活動の企画・運営能力の向上」と解釈された（表－1）。 
また，総合満足度と因子得点との単相関分析及び無相関の検定

を行った結果，因子1，因子2，及び因子3 との間に有意に正の

相関があることが把握された（表－2）。 
２）総合満足度と社会的課題解決への意識向上との関連性 
ふぉれすと鉱山におけるボランティア活動の経験が「社会的課

題解決への意識向上」につながったかについて尋ねた結果，「あて

はまる（28%）」，「ややあてはまる（43%）」となり，約7割で調

査対象施設におけるボランティア活動の経験が「社会的課題解決

への意識向上」につながったことが把握された（図－4）。 
また，総合満足度と得点化した 13)「社会的課題解決への意識向

上」との単相関分析及び無相関の検定を行った結果，これらの間

には有意（有意水準 1％）に正の相関（相関係数：0.37）がある

ことが把握された。 
３）社会的課題解決への意識向上と活動意向との関連性 
今後の活動対象ごとの社会的課題解決のための活動意向につい

て尋ねた結果 14)，活動意向がある（「あてはまる」+「ややあては

まる」）と答えたのは「ふぉれすと鉱山での活動意向（53%）」，「モ

モンガくらぶ（当該NPO法人）での活動意向（53%）」，「（当該

NPO法人とは関わりのない）地域での活動意向（56%）」となり，

今後，社会的課題解決に資する活動を発展的に実施したいボラン

ティアが半数以上いることが把握された（図－5）。 
また，得点化した 13)「社会的課題解決への意識向上」と「活動

対象ごとの社会的課題解決のための活動意向」との単相関分析及

び無相関の検定を行った結果，これらの間には，いずれの活動対

象においても有意に正の相関があることが把握された（表－3）。 
４）まとめ 
これまでの結果をふまえ，ボランティア活動に関する評価（満

足度）が社会的課題解決のための活動意識に及ぼす影響を整理し

た結果，因子1，因子2，及び因子3 が総合満足度に寄与するこ

と，「総合満足度」が高いと「社会的課題解決への意識の向上」の

得点が高いこと，「社会的課題解決への意識向上」の得点が高いと

「（各活動対象における）今後の社会的課題解決のための活動意

向」の得点が高いことが明らかとなった（図－6）。 
 

（３）社会的課題への意識及び今後の活動意向のレベル（：意識

レベル）とボランティア活動に関する満足度との関連性 

ここでは，ボランティアの社会的課題への意識や活動意向の相

違（以下，意識レベル）による，総合満足度に向上に寄与する因

子（以下，期待因子 15)）の違いについて検討する。 
まず，意識レベルは，「社会的課題への意識向上」において，「ど

ちらともいえない」，「ややあてはまらない」，「あてはまらない」

と回答した人を「関心が低いレベル」とし，それ以外の人で，「活

動対象ごとの社会的課題解決のための活動意向」の項目で，どれ

か一つでも「あてはまる」と回答した人を「実践レベル」，それ以

外の人を「関心が高いレベル」に分類した。その結果，各意識レ

ベルの構成比は，「関心が低いレベル（28%）」，「関心が高いレベ

表－２ 総合満足度と各因子との関連性 

相関係数
無相関の検定　*:5%水準　**:1%水準

因子１ 因子２ 因子３ 因子４

総合満足度 0.502** 0.282* 0.530** 0.233
 

28% 43% 25% 2% 2%
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n=60

図－４ 活動経験による社会的課題解決への意識向上 
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図－５ 今後の社会的課題解決のための活動意識 

表－３ 社会的課題解決への意識向上と活動意向との関連性 

相関係数
無相関の検定　*:5%水準　**:1%水準

ふぉれすと鉱山
での

社会的課題解決
のための

活動意向がある

モモンガくらぶ
での

社会的課題解決
のための

活動意向がある

地域での
社会的課題解決

のための
活動意向がある

社会的課題解決への
意識の向上

0.335** 0.377** 0.289*
 

総合満足度

因子1
活動基盤・体制

因子2
自然に関する

知識・技術の向上

因子4
活動の企画・運営能力

の向上

因子3
ボランティアスタッフ
等との連携・交流

社会課題解決への
意識向上

ふぉれすと鉱山での
社会的課題解決

のための活動意向

モモンガくらぶでの
社会的課題解決

のための活動意向

地域での
社会的課題解決

のための活動意向

0.50**

0.28*

0.53** 0.37**

0.34**

** :有意水準1%

*   :有意水準5%

0.38**

0.29*

要因別満足度に関する因子
社会的課題解決のための

活動意向

※数字 :相関係数

※無相関の検定

図－６ ボランティア活動に関する評価（満足度）が 

社会的課題解決のための活動意識に及ぼす影響 

 

表－４ 意識レベルごとの総合満足度と各因子との関連性 

n

因子1
「活動基盤

・体制」

因子2
「自然に関する
知識・技術
の向上」

因子3
「ボランティア
スタッフ等の
連携・交流」

因子4
「活動の企画・

運営能力

の向上」

全体　※表2再掲 60 0.502** 0.282* 0.530** 0.233

実践レベル 18 0.600** -0.052 0.766** 0.005

関心が高いレベル 25 0.438* 0.359 0.533** -0.036

関心が低いレベル 17 0.461 0.237 0.273 0.541*

**:　1%水準 *:　5％水準

相関係数
無相関の検定　*:5%水準　**:1%水準

総合満足度

※注　濃淡は無相関の検定の有意水準レベルを示す。

表－５ 意識レベルごと各因子得点の平均値 

因子得点の平均値 n
因子1

「活動基盤
・体制」

因子2
「自然に関す
る知識・技術
の向上」

因子3
「ボランティア
スタッフ等の
連携・交流」

因子4
「活動の企画・

運営能力
の向上」

実践レベル 18 0.207 0.362 0.231 0.279

関心が高いレベル 25 -0.105 0.011 -0.010 -0.009

関心が低いレベル 17 -0.064 -0.400 -0.230 -0.283

高
0.10～

中
-0.10～0.10

低
～-0.10※注：濃淡は相対的な因子得点の高低を示す。  
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ル（42%）」，「実践レベル（30%）」となった。 
次に，意識レベルごとの期待因子を検討した結果，総合満足度

と有意に相関のあった期待因子は「関心が低いレベル」では，因

子 4，「関心が高いレベル」では，因子 3，「実践レベル」では，

因子1，及び因子3であることが把握された（表－4）。 
また，意識レベルごとの各因子得点の平均値を算出した結果，

統計的有意な差は見出せなかったが，「関心が低いレベル」では，

因子2，因子3及び因子4の得点が低い傾向にあること，「関心が

高いレベル」では，因子 1 の得点が低い傾向にあること，「実践

レベル」では，全ての因子の得点が高い傾向にあることが把握さ

れた（表－5）。 
以上より，意識レベルによって期待因子が異なり，因子得点に

高低がみられる傾向があること，「関心が低いレベル」では， 因
子 4「活動の企画・運営能力の向上」を期待する一方，その満足

度が低い傾向にあること，「関心が高いレベル」では，因子3「ボ

ランティアスタッフとの連携・交流」を期待する一方で，その満

足度が高くないこと，「実践レベル」では，因子1「活動基盤・体

制」，因子 3「ボランティアスタッフ等の連携・交流」を期待し，

それらの満足度が高い傾向にあることが明らかとなった。 
 

４．おわりに 

本研究で得られた結果を踏まえ，自然体験施設等における地域

の多様な主体参加型の施設運営において「新たな公」形成等を目

標としながら，その目標に対応した「意識変化」を活用した施設

マネジメントが可能であるか等について以下に検証する。 
まず，因子1，因子2，及び因子3 が総合満足度に寄与するこ

と，「総合満足度」が高いと「社会的課題解決への意識の向上」の

得点が高いこと，「社会的課題解決への意識向上」の得点が高いと

「（各活動対象における）今後の社会的課題のための活動意向」の

得点が高いことが明らかとなった。 
これらのことから，まず，ボランティア活動に関わる施設運営

が，意識変化（満足度向上）を生じさせ，その意識変化が，社会

的課題への意識向上，さらには，活動意向に影響することが定量

的に把握され，自然施設体験施設等における地域の多様な主体参

加型の施設運営は，参加者の「意識変化」をもたらし，施設が地

域づくりの担い手の育成の役割を担い得ることが明らかとなった。 
また，このような地域づくりの担い手づくり，あるいは「新た

な公」形成の原動力を目標とした施設マネジメントにおいては，

間接的に今後の社会的課題解決への意識の向上，さらにはそのた

めの活動意向の向上に影響する，総合満足度に寄与する期待因子

に関わる要因の満足度を向上させる施設運営を検討することによ

り，「意識変化」を活用した施設マネジメントが可能になる。 
また，意識レベルの相違により，期待因子や，各々の因子得点

（：満足度）に高低がみられたことから，意識レベルの相違にあ

わせたより戦略的な施設マネジメントを行うことも可能となる。 
調査対象施設においては，「関心が低いレベル」では，期待因子

が因子 4「活動の企画・運営能力の向上」であるが，その満足度

が低い傾向にあることから，特に活動を共にするボランティアス

タッフが活動の企画・運営方法を教えることで，その満足度が向

上し，さらに，ボランティアスタッフが上手く連携を取りながら

活動の手助けをすることで，因子 3「ボランティアスタッフ等の

連携・交流」が新たに期待因子となり，そのような期待を持つ「関

心が高いレベル」や「実践レベル」に成長する可能性がある。 
「関心が高いレベル」では，期待因子が因子 3「ボランティア

スタッフ等の連携・交流」であるが，その満足度が高くないこと

から，職員スタッフが工夫して，主に活動チーム内のボランティ

ア間の連携・交流を活発化させることで，その満足度が向上し，

さらに，職員スタッフ等への信頼も増し，職員スタッフとの関連

が強い因子 1「活動基盤・体制」も新たな期待因子となり，その

ような期待を持つ「実践レベル」に成長する可能性がある。 
「実践レベル」では，期待因子が因子 1，及び因子 3 であるこ

と，また，全ての因子得点が高いことから，活動の対応能力もあ

り，調査対象施設での職員スタッフ・ボランティアスタッフとの

連携も良好と考えられ，地域の社会的課題解決に資する活動を行

う機会の創出とともに，その実践が求められるものと考える。 
上記に示したような調査対象施設における施設マネジメントの

方向性は，このまま一般化や他施設への展開が図れるものではな

いが，今後，造園分野に関わる各施設においても「新しい公園像」

創出等に資する創造的な管理運営目標 3)とした施設マネジメント

を行う際に，本研究で実施したような満足度調査等を継続的に実

施しながら「意識変化」を媒介とした，施設に関わる主体の活動

意欲（意識レベル）の構造解明を行うことが重要と考えられる。 
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